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移民システムの形成

（１）国民国家と移民問題

移民とは，単なる人間の移動を意味するのではなく，その国境を越えた移動

のみを指している。その意味で，歴史的に形成された社会秩序である国民国家

と国境の存在が，移民問題にとっては本質的である。

たとえば，ＩＬＯの移民研究者であるベーニングの次のような指摘は，こうし

た移民問題の核心をついていると)すなわち，国民国家からなる今日の世界シス

テムの成立は，先進国においては産業革命が，また途上国では植民地支配がそ

の起点をなした。それ以来，各国政府は，その国民の厚生と安全を目的に行動

するものとみなされている。しかし，経済的にも社会的にも異質化を強める近

代国家において，国民の利害は容易に一致せず，特定の市場の力や国益，階級

利害が国民の全てを代表することはほとんどない｡国民国家を構成する個人や，

個別の組織･企業が，国家を越えて活動し，諸国間の相互依存が深まることも，

l）B6hning,Ｗ､Ｒ､（1984)Ｓ岬魅ノ〃ん彫加α伽"α/“60"γノM:9,1Fわ〃(London,Macmil‐
Ｉan)Ｃｈ３．
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決してただちに国家や国境の死滅を意味していない。むしろそれにともなう新

たな問題が，「われわれ」と「彼ら」との間の，国籍や国境による排除と差別の

機能を強化するかもしれない。すでに「移民問題」として捉えられたとき，そ

の問題は，「彼ら」を受け入れる側の「国民」の損得勘定として扱われている。

受け入れ国の「国民」の利害が常に移民を決定しているのではないとしたら，

実際に，なぜ，また，いつ，移民が生じるかを決めるものは何か。この問題に

ついて，ベーニングは，狭く労働者の国際移動に限定した上で，地理的に制約

された領域内の資源や能力が労働力の不足によって十分に利用できないとき，

政府は外国の労働者に国境を開放すると考える。しかし，そもそもなぜ利用さ

れない資源が生じたのかは，政府の決定に先行する，もっぱら移民受け入れ国

における社会・経済過程の結果である。

（２）移民システム

移民が社会の周辺的な欠落を埋めるだけでなく，構造的に必要とされている

ならば，そうした移民の国際的還流は，それ自体が再生され続ける，国境を越

えた固有のシステムであると考えることができる。たとえば，古典派経済学に

おいては，静態的な均衡価格や比較優位による貿易が経済過程の調整をおこな

うだけでなく，より動態的な移民や資本輸出による植民地建設が経済の拡大を

保証するものと考えられていた:）

またトーマスは，ヨーロッパからの移民と資本がアメリカとイギリスの成長

を連動させて，「大西洋経済」“AtlanticEconomy”を形成していたと考える。

この場合，移民たちに影響を与えるさまざまなプッシュ要因やプル要因は，諸

個人の決定が歴史的にもたらす一国から他国への経済的拡張のパターンを説明

できない:)そこで彼は,社会概造の長期的変化をともなう，補完的な二国間のモ

デルを考えた。

旧国家(A)は，人口密度が高く，発達した工業部門を持っており，貯蓄率も高

2）Thomas、Ｂ,(1973)〃な、/"》'α”陸”o"!なＧ”恥'fルグＡＳ７"のｑ／Ｇ“ﾉＢｱ加伽”‘
rAcAr〃"雄＆0"”3ｙ(SeCondedition)(London，CambridgeUnive応ityPre零)Ｃｈ、１，２．

３）Ｉbid.，ｐｐ､30-32.
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い。社会構造は労働者と企業家の二つの階級に分断されており，階級間の移動

はない。これに対して，新国家(B)は，面積が広く，肥沃な土地と豊富な自然資

源を持っているが，労働力と資本は不足している。そこには完全な社会的移動

'性があり，機会も平等である。二国間では自由貿易がなされ，その結果，Ａ国

は製造品，Ｂ国は食糧と原料の生産に特化している。

両国が補完的な場合，労働力と資本はＡ国からＢ国に移動するだろう。Ａ国

における労働代替的な技術革新は，Ａ国内の社会的な硬直'性によって，労働者

の海外流出を促す｡Ｂ国の急速な発展は地価を上昇させ，Ａ国内の不在地主に

対するＢ国の所得の国際的な移転を増やすから，Ｂ国はＡ国からの製品輸入に

関税を課し，その配分を変えようとするだろう。こうして幼稚産業保護論とと

もに，Ｂ国の保護主義と工業化が社会の階層分化を進展させる。

Ｂ国の人口が，その土地と資源を十分に利用できるまでに増大した後には，

希少となった土地に対する競争と価格上昇が階級間の移動を制約し始める。Ｂ

国はもはや移民を必要としなくなり，Ａ国の資本市場に依存しなくても良いほ

どの国内貯蓄もなされる。さらにＢ国の工業化は，貿易のパターンも変えるだ

ろう。

トーマスによれば，こうした移民と資本移動による国際的調整において重要

なのは，国内の社会的な移動性，すなわち国内の階級間移動である。国内の社

会的な硬直性が，国際的な移民に補完されることで，世界的な成長パターンと

共存できる。

人口の少ない産油国で生じた，７０年代の石油収入急増による開発投資の拡大

が，アラブ諸国間の大規模な移民をもたらしたことは，プッシュ・プル分析か

らも容易に示される。しかし，ここでも問題は，単なる資本と労働力との国際

的な再配分にとどまらない。各国内の労働市場の分割や二重経済の拡大が移民

の国際的還流を構造化し，さらに，移民の還流や定住化とそれにともなう経済

活動が逆に各国経済を規制するほどになれば，移民システムそれ自体が問題と

なってくる。
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Ⅱ開発計画と移民の急増

（１）開発計画と労働力不足

アラブ諸国で大規模な国際労働力移動が生じたのは，少なくとも最初は，人

口が希薄で，石油産業以外の十分な国内産業もない少数の国に，膨大な石油収

入が集中したからである。結果的に政府の収入として得られたこのような国際

的な購買力の移転を，産油国政府は，国内のインフラストラクチュア整備を中

心とした積極的な開発計画に向けた。

しかし「開発計画」についての多くの理論とは無関係に，産油国政府は国民

の物的な生活水準を高めねばならなかった。諸部族を通じた家父長的支配体制

においては，それが権力者のとる伝統的な正統化の手段であるからだ。石油収

入は，政治的な支持を得るための政府からの補償を，より高価なものにしただ

けといえるも》

膨張する政府収入は，最初，電気と水道という二つの近代的生活を保証する

商品に向けられ，さらにより高級な生活をめざして，大規模なインフラストラ

クチュア投資と社会サービスの充実に向けられた。多くの産油国で最も大きな

官庁は，国防とともに，教育と健康をあつかう役所となった。

しかし，このような開発計画の最も根本的なボトルネックは，この地域の労

働力が，量的にも質的にも，特に諸国間における配分において，各国の投資能

力と一致していないことであった。その結果，サウジアラビア，リビア，クウェ

イトなどの産油国では，労働力の不足によるプル要因が，エジプトなどの労働

力過剰経済にあったプッシュ要因と結び付いて，急激な移民流入を招いた。

アラブ諸国の移民問題を扱ったもっとも基本的文献としては，バークスとシ

ンクレアによるＩＬＯの研究と，セラゲルディンらによる世界銀行の研究があ

る:)これらはともに，石油の富が開発に結び付く上での労働力の制約を重視し

l）ElAzhary,Ｍ,Ｓ・(ed)(1984)ｗＪｅｈ》ゆ“ｆＱ／αﾉＲ””ｲeso〃Ａ”６Ｇ"〃、”g妙加”

（London，CroomHelm)ｐｐ､50.51.

2）Brirks.』.Ｓ＆Sinclair,Ｃ,Ａ・(1980)伽花か"伽”/ル雌”伽〃α"ｄＤｅｚﾉe姉加ど"/伽『雌
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ていた・大規模な移民を生じさせたアラブ諸国における労働力面での主要な制

約を，こうした研究に従って以下のように要約できる。

１）アラブ地域における石油資源と人口との地理的な分布が一致せず，極端

に集中している上に，国境によって政治的にも分割されている。

２）産油国では，女性の労働力率がきわめて低く，人口構成は若年層に偏っ

ていた。また，教育施設の拡大が若者を吸収し，その労働力化を妨げた。

さらに，伝統的農民や遊牧民は労働力として不適当であった。

３）歴史的にみて，産油国は経済発展の先進地域ではなかった。そのため，

近代的な製造業に乏しく，伝統的な習慣や宗教的慣行の支配も強かった。

開発を担う近代的な労働者が欠けていた上，部族支配に依拠した政治指導

者は，社会の近代化よりも，不生産的な政府雇用や社会福祉の拡大，さま

ざまな補助金によって体制の安定化をはかった。

さらに，ハリデーが指摘するように，次のような理由で，それ以前から石油

部門で移民雇用が増大していた:）

４）国内労働者よりも移民を優先的に雇用する政治的な理由として，産油国

においては政治的な権利をいっさいもたない移民たちの方が，管理しやす

いことがあった。

（２）代置移民モデル

アラプ諸国間の移民においても，社会構造に規定された直接のプッシュ・プ

ル要因が，各国の政治・社会的な調整を通じて，現実の移民過程を決定する。

このことを示す例として,バークスとシンクレアの指摘した代置移民(Replace‐

mentMigration)を考えることができる:）

代置移民とは，労働者の海外流出によって国内にできた労働力不足を補うた

Ａ極ｂＲｆ域b〃(Geneva，UnitedNations）

Serageldin，Ｉ.，Socknat,』.Ａ､，Brirks,Ｓ､，Ｌｉ，Ｂ＆Sinclair,Ｃ､Ａ､(1983)Ｍα””'”

α"ｄ〃r彪油α"”α/Ｌａ６ｏ"γ〃憩施"o〃加娩ｇＭｉ”んElJs/α”ﾉVひｱﾙＷ“(NewYork，

OxfordUniversityPress）

3）HalIiday，Ｆ､(1977)“Migrationandthelaborforceintheoilproducingstatesofthe

MiddIeEast,”Dezﾉe""2”α'ｚｄＣＡ唖"9℃,ｎｏ､８，ｐｐ,263庫291.

4）Birks,』.Ｓ､＆Sinclair,ＣＡ.(1980)ｏｐ､Cit.,ｐｐ､86-89.
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めに移民が流入することを意味する。また特に，後者の移民をさして代fi移民

ともいう。代置移民は，移民に対する受け入れ国の選別制によって生じる。な

ぜなら，受け入れ国がどのような移民労働者を求めているかによって国際移民

の構成は決定されるが，それに適合する労働者が集中的に流出する送り出し国

では，国内労働力市場の調整を強いられる。その場合，労働力市場の内的な移

動が活発な国は，それが硬直的な国から移民を受け入れることで，国際的にこ

うした調整を補完するからである。

ヨルダン労働力市場エジプト労働力市場

｜fl際移腿

に
労釧市jﾙの

分削
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代置移民
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農村＝都Ｉ１ｊ

間秘陛

図１代置移民モデル

ａ：政府・サービス部門

ｂ：管理部門

ｃ：技術肴・教典・熟練

労働将部門

ｄ：未熟練労働荷部門

ｅ：農村労働市場
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このことは，簡単な図によって説明できる(図ｌ）。Ａ国は，近代的な熟練労

働者を求めている(例：サウジアラビア)。Ｂ国は，多くの過剰労働力を持ちな

がら，国内の労働力市場が硬直的である(例：エジプト)。これに対してＣ国は，

弾力性に富んだ労働力市場を持っている（例：ヨルダン):’

Ａ国の選別的な労働力需要に対して，Ｂ国は多くの不完全雇用労働者がいな

がら近代的な熟練労働者の流出は早期に国内労働力市場の枯渇に至り，賃金の

上昇を招く。しかし，Ｃ国の労働力市場は，熟練労働者の不足を国内の労働者

の移動によって補い，さらに，その結果をもたらされる未熟練労働者の不足は

Ｂ国から補うことによって，国際的な移民の流出と流入を同時に拡大できるだ

ろう。

産油国における選別的移民需要は，大量の移民流出を被る非産油国の賃金水

準を引き上げ，第三国を移民の貯水池として利用する，二次的な国際移民のパ

ターンを形成する。同様に，特定の国からの移民供給を抑制するというような，

政治的規制による選別も，こうした迂回的移民を増やすだろう。

ある研究によれば，土地所有の細分化を進めたナセル時代の政策が，農業部

門の小規模な家族経営を増やし，労働者の移動を制約しているという:)非農業

部門の雇用拡大と移民流出によって，エジプトの農業部門においても労働力の

不足が議論されるようになった。門戸開放政策と機械化促進が，その対策とし

て主張されている。しかし農村の労働力不足は，海外からの資金援助や移民送

金に依存した政府部門の雇用が拡大したことに依るのであり，その結果，農村

の不完全雇用が都市に流入し,食糧生産の衰退と食糊輸入の増大をもたらした。

大規模農場での労働力不足は機械化を進行させ，移民からの送金による住宅建

設とともに，資本財の輸入を増大させている。こうして外部への脆弱性を増し

たエジプト経済も，労働力の大部分を移民にたよる産油国経済と同様，移民シ

ステムの一部とみなしうるだろう。

5）Ｉbid.,図４（p､93)，ｌＸＩ５（P､95）参照。ただし簡略化した。

6）Commander,Ｓ､＆Hadhoud，AlyAbdullah(1986)‘‘FromLabourSul-plustoLabouI・

Scarcity？；TheARriculturaILabourMarketinEgypt,”ＤｅＵｅ妙加”Ｒ)ﾉ”Rg2'j洩砂，
ｖｏｌ、４，ｐｐ､161.180.
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Ⅲ移民労働者の特徴と移民システムの拡大

（１）移民システムの展開過程

チュクリは，アラブ諸国における国際労働力移動を，移民送出国・受入国の

種類と対応に注目して，五つの段階に区分した。すなわち，〈１＞１９７３年１０月ま

での伝統的な移民パターン，〈２>石油輸出国における投資の急増によるアラブ

諸国間移民の爆発的増大，〈３>70年代後半の南アジアからの移民増大，〈４>７０

年代末からのアジア移民の範囲拡大と国家介入の増大，〈５>石油収入の減少に

よる移民の抑制と安定化，労働力の質的変化，である;）

〈１＞まず1973年１０月以前のアラブ諸国間移民には，主として二つのパ

ターンが成立していた。一つは，エジプトから他のアラブ諸国に向かう，教育

や行政・管理部門の高級労働者であり，もう一つは，諸国間の建設業やさまざ

まなサービス部門における未熟練労働者の移動である。

〈２＞つぎに，石油価格の高騰は，アラブ諸阿間において労働力配分の大規

模な調整を引き起こした。この時期の特徴は，石油輸出国の労働者に対する強

い需要にアラブ地域内の労働者が積極的に応じ，いわば比較的市場に支配され

た，規制されない労働力の国際的移動が生じたことにある。このことはもちろ

ん，送り出し国や受け入れ国が，移民を通じて石油の富をアラブ諸国間で再配

分するシステムに，結果的に同意していたことによる。

〈３＞第３期の特徴は，中東労働力市場へのアジア人移民の参入である。増

え続ける石油輸出国の労働需要に対してアラブ世界内からの供給が難しくなる

l）Choucri，Ｎ,(1986)”ＡｓｉａｎｓｉｎｔｈｅＡｒａｂＷｏｒｌｄ：LabourMigrationandPublic

Policy,,，ノMjh〃んＥｈｓ彫、Ｓ”姓,ｖo1.22,ｎｏ,2,ｐｐ､252-257.なお，移民の規模は，同論文

によると，〈ａ＞1970年頃のアラブ人の出稼ぎ労働者は648000人。〈ｂ>アラブ諸国の外国人

労働者は１９７０年の88万人から1975年の180万人へと増加。〈ｃ＞パキスタン人は1975年

２０万人から1977年50万人，1979年125万人に増えたが，エジプト人は1975年40万人弱

から1976年60万人，1978年136万人に増えたに過ぎない。〈ｄ>1981年アジア人移民は，

インド２５万人，パキスタン(77～)140万人，パングラデシュ18万人，翰国１８万人，フィリ

ピン３４万人，タイ１６万人である。
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につれて，南アジア，特にインド，パキスタン，バングラデシュからの労働者

が増加し始め，熟練労働者の一部でもエジプトやヨルダンからの労働者に入れ

替わった。

すなわち，一方では移民受け入れ国の選別的な需要が特定の移民の消耗を早

め，さらに質的向上を求める一方，労働力の豊富なアラブ諸国でも，国内の労

働市場の細分化と硬直化により，多くの低雇用を残したまま適当な労働力は不

足し，賃金上昇を示し始めたのである。同時に，労働者個人の出稼ぎからなる

アラブ人移民と異なり，アジア人移民はあらゆる技術水準をみたす豊富な低賃

金労働力のプールを前提に，仲介業者が積極的に売り込みをはかった。

しかしさらに，アラブ人移民からアジア人移民への移行は，アラブ世界の絶

対的な労働力人口の不足というより,受け入れ国の社会･政治的な問題でもあっ

た。というのも，自国の社会秩序を維持するため，産油国政府は，短期的移民

のローテイション制度を意図していたが，定住化の進むアラブ人移民は，基本

的な権利すら否定された移民の社会的地位に不満を持つことが多かった。しか

も，汎アラブ主義や，パレスチナ難民を中心とした政治活動の国際的広がりを
●●

恐れた産油国の支配者は，アラブ諸国の政治により無関心なアジア人移民を好

んで導入するようになった。アラブ人に比べて，アジア人移民は定住すること

が少なく，既存社会への影響もはるかに小さいと考えられたのである:）

この時期には，大量の移民労働者を規制する傾向が現れた。以前のように市

場の動向に任せるのではなく，受け入れ国は移民の流出入を記録し，特定同へ

の過度の依存を避けるような介入をおこなった。また，送り出し国も移民のマ

イナス効果を減らし，送金を増やす方法を模索し始めた。こうして双方から，

移民過程は政治化の度合を強めていった。

2）Arnold,Ｆ､＆Shah，ＮＭ.(eds.)(1986)Ａｓｍ〃“60”ル地噸ｊわ〃：PjPe""ｅノ０ノルｅ

〃j”んＥ〃s（London，Westview）

Laporte，Ｊｒ.Ｒ,(1984)‘‘ＴｈｅＡｂｉｌｉｌｙｏｆＳｏｕｌｈａｎｄＥａｓｔＡｓｉａｔｏMeettheLabor

DemandsoftheMiddleＥａｓｔａｎｄＮ〔)rlhAfriCa,“〃j”た“s/ノＷｆ"Jα／Vol､38,ｎｏ､４，

ｐｐ､699-711．

Weiner，Ｍ,(1982)“IntemationalMijgrationandDevelopment：Indiansinthe

PersianGulf,“ノJbP"此z"o〃”1㎡Ｄ”g/”"2“ｆＲ”i“，vol､８，】】o､１，ｐｐ、1-36.
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く４＞第４期には，アジア人移民の増大と，韓国，台湾，フィリピンなど，

東アジア移民送出国の範囲拡大がみられ，国家の介入も双方でますます強まっ

た。南アジア移民と東アジア移民との違いは，後者の方がより組織的な契約移

民の性格をもつことである。東アジア移民は，もっぱら自国もしくは他の途上

国の多国籍企業と雇用契約を結び,一定期間,産油諸国における労働に従事し，

賃金も自国通貨で残された家族に直接支払われることが多い:）

ただし，東アジア移民の高い労働力率と帰国率を考慮するならば，むしろ南

アジア移民の定住化と産油国内の移民人口の増大によって，単純に南アジア移

民が減少したとはいえない。政府の規制にもかかわらず，非合法の南アジア移

民社会は拡大しているであろうが，統計的には過小評価されている。

産油国政府は，自国内の移民社会拡大を抑制するため，ピザや滞在の規制を

強化し，移民の権利を厳しく限定した。さらに，移民を完全に国内から隔離す

るために，労働者キャンプ制度により移民の存在を国民の目から隠し，あるい

は新規の工業地帯を既存の住居地域から遠ざけた:）

特に韓国からの移民は，労働者と技術の一括的な移転を保証する建設産業の

進出とともに急速に拡大した。韓国政府の積極的な支援体制も整備され，労働

コストの安さと高い熟練をもった豊富な労働力が，韓国企業の競争力を支えて

きた。全ての労働力を，現地社会と隔絶した形で，韓国人で間に合わせること

ができたために，経営コストは安く，労働者の高い牛産件も維持できたという:）

さらに，韓国建設産業の急速なサウジアラビア進出を分析したムーンは，そ

の理由として韓国企業の低価格戦略と，攻撃的なリスク負担，効果的な高額手

数料を挙げている。すなわち，間接費用の切り詰めと少ない利潤で，ほとんど

半額の建設費で受注する。また，先進国の企業がリスクを考えて，30.40％の利

潤を要求する場合でも，不確実な市場に２０％かそれ以下の利潤で契約する。そ

3）Ａｒno1.,Ｆ.＆Shah，Ｎ､Ｍ､(1986)opcit.,ｐｐ４７-64.

4）Birks,』.Ｓ,＆Sinclair,Ｃ､Ａ､(1980)ｏｐ・Cit.，ｐｐ・'09.113.LaPorte,Ｊｒ.Ｒ(1984)ｏｐ.ｃit、

5）Ｋｉｍ，Ｓ･(1988)“TheKoreanConstructionlndustryasanExporterofServices,”
Ｗｏγ〃Ｂａ，娩戯o"0加施Ｒｅ"jをtｲﾉ，Vol、２，ｎｏ、２，Ｐｐ､225.238.
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して，最も影響力のある仲介人を立てて，彼らに通常以上の手数料を支払う:）

韓国の建設会社は，資本以外のあらゆるものを用意して,社会資本と生産基

地を建設しながら，既存の社会にほとんど関わりを持たない労側キャンプで生

活し，決して国籍を求めず，産油国の政治榔造を温存したまま，権力者に最大

の手数料を支払う。その意味で，先進国を越える韓国建設産業の活発な中東進

出は，アラブ世界の新しい社会秩序に沿った最も顕著な成功例である。

〈５＞現代の変化をもたらしたのは，石油価格の下落による移民受け入れ国

の財政赤字と経済構造の変化，産油国における移民数の巨大化に反対する政治

的圧力，などである。サウジアラビアの政府収入は石油価格の下落により１９８３

年以降赤字を続け，開発計画の見直しと投資の大幅な削減，移民の規制強化や

帰国促進を強めた:'その結果,アラブ産油国の労働力政策は転換を迫られた｡す

なわち，労働力の安定化と移民の絶対的な減少，移民送出国への逆流が生じた

のである。産油国は，それまでのインフラストラクチュア投資優先の開発計画

を放棄し，自国の労働力の動員と対外依存構造の改革を目指して，国内の伝統

的部門，特に農業の近代化や，管理部門の労働者育成をはかる教育部門への投

資を重視するようになった。

しかし，移民数の減少は移民システムの単なる衰退ではなく，アラブ諸国の

移民労働力への依存が改善された結果でもなかった。新しい移民システムは，

一方で単純労働者の自国労働者への代替を進めながら,他方で依然残っている，

もっぱら移民労働者のみからなる差別的部門に支えられている。また，石油収

入が減っても，完成した設備の維持･管理と高度な技術的もしくは組織的生産・

管理部門の拡大は抑制できず，高等教育における教員の不足，金融・サービス

業の拡大などとともに，質的に高い移民労働者の増加が生じている。その結果，

例えばNICS諸国からの移民が増加する可能性が示唆されている:）

6）Moon，Ｃ・I.(1986)“KoreanContractorsinSoudiArabia：TheirRiseandFall,”

〃/"/ＥＥｔｚｓｊ'ん"かｌ“vol.４０，ｎｏ、４，ｐｐ､614-633.

7）Birks,』.Ｓ､，Seccombe，１．Ｊ.＆Sinclair,Ｃ､Ａ､(1987）“MigrantWorkersintheArab

Gulf：ＴｈｅlmpactofDecliningOiIRevemues,，，／"舵、α伽"α/〃４９，伽〃ＲＥ”4',vol，
２０，ｎｏ、４，ｐｐ､799､814.

8）LaI>orte,Ｊｒ.Ｒ､(1984)()p・Cit．
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以上のように，アラブ諸国における移民システムの概略は，技術や資本財，

専門家などを供給する先進国と，単純労働力のみならず，教師や官僚などを供

給するアラブ諸国，労働力市場の底辺から次第に多くの労働力を供給し始めた

アジア諸国，また，これら全てをパッケージにして供給できるＮＩＣＳなどから

なっている。産油国の経済は，こうした移民システムによって支えられている。

（２）移民送出国

他方,産油国への移民増大は,移民送出国の経済にとっても重要な意味をもっ

た。主要な移民送出国の多くが，移民の送金によって貿易赤字の半分以上を埋

めており，特にそのいくつかでは移民がほとんど唯一の輸出品でさえある。例

えば1983年，パキスタンは貿易赤字の１，４倍の送金を得たし，韓国，バングラ

デシュ，南北イエメン，インド，エジプト，トルコが貿易赤字の半分以上を送

金でまかなった。産油国に発達した移民社会が，インドからの食糧やサリー，

インド映画などの生活消費財の輸入を増やしている。

しかし，移民送金の重要性は，その大部分が私的な，あるいは非合法な形で

国境を越えているために，政府の公表する統計では十分に評価できない。特に

アラブ世界においては，商品やサービス，労働力の移動にとって，国境線が重

要ではなかった｡その結果,送金とからんだ｢隠された経済｣（‘hiddeneconomy

'．)が，統計で示された経済よりも大きくなってさえいる:）

チュクリの指摘によれば，スーダンの場合，移民は海外で稼いだ外貨のわず

か10.15％しか公的な送金をおこなわない。残りの９０％近くは｢隠された経済」

であり，公的送金額４億５千万ドルから推測して，その額は30億ドルに達する

という。エジプトについても，海外の３百万人にのぼる移民から送られる資金

は，公的にも３０億ドル，実際には200億ドルを越えるだろう８０）

こうした隠された経済のため，移民の理論的評価は現実と一致しない。例え

ば，移民輸出国の外貨不足は解消されるどころか，むしろ深刻化し，為替相場

９）ChoucI｡i，Ｎ・(1986）“TheIIiddenEconomy：ＡＮｅｗＶｉｅｗｏｆＲｅｍｉｔｔａｎｃｅｓｉｎｔｈｅ
ＡｒａｂWorld,”Ｗり”ＤＦＩﾉg”抑c"/,ＶＯＬ１４，，０．６，１〕p､697-712.

10）Choucri，Ｎ､(1988）“MiRrationintheMiddleEast：OldEconomicsorNewPoli‐

tics？”んJｲ、α／ｑ／Ａ”６４ﾉｶ姉,vol、７，ｎｏ’１，ｐｐ、１．１８
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も下落した。なぜなら，産油国の移民社会には，政府の定めた交換率より有利

な相場で非合法に送金をおこなう多くの商人や金融仲介人がおり，移民自身も

稼いだ外貨を申告せずに，そのまま自国に持ち込むことを好んだからである。

そのため、外貨不足に苦しむアラブ諸国では，為替相場や利子率，貨幣の供給

に関する金融政策が有効に働かず，問題を地域や国家に限定すること自体が見

直されるべきだと指摘されている。

Ⅳ新しい社会秩序

（１）新しい社会秩序

移民システムの拡大は，アラブ諸国の社会・経済的調整の過程で生じたので

あるが，それ自体，石油の富による経済構造の変化を加速させた。そこで次に，

大規模な移民システムを必要とした，新しい社会秩序を検討する。

石油価格の引き上げ後，アラブ世界は，独立とアラブの統合を掲げたナセル

やバース党の時代から,石油価格の上昇によって獲得された膨大な富に基づき，

急速な近代化と世界経済への統合を積極的に進める時代へと転換した。かつて

指導的な立場にあったエジプトに代わって，サウジアラビアが，石油を軍備や

援助に変えて，アラブ世界を統括した。

石油の富がもたらした新しい社会秩序を，イプラヒムに従って，アラブ世界

の構造的ダイナミズムが外部に示す六つのイメージとして検討しよう。すなわ

ち，機械化された遊牧民，ルンペン資本家，「カフイル｣，出稼ぎに向かうエジ

プト農民，ヴェールをかぶった医学生，そして怒れるイスラム急進派である8）

アラブ世界に広がる砂漠において最も古くからある生活様式は遊牧であっ

た。1977年の調査でも，サウジアラビアの人11の２５％,１９０万人は遊牧民であっ

た。

l）以下の叙述は，主としてIbrahim，Ｓ､，.(1982)７WピノＶａ４１Ａｍ６Ｓひc”ノ(ﾉﾉ”．：ＡＳｊ“1’

Ｑ／ｗ１ｅＳｂごArノノ"ゆαＣＩＱ／Ｏ〃ｌ1”"〃(Colorado，WesiviewPress)の第２章を要約したも
のである。
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しかし，1930年代の後半から，過去数千年も変化を拒んできた遊牧民の生活

に変化が現れ始めた。石油の採掘にともなう砂漠のガイド役として，また後に

は未熟練労働者として，石油会社で働き始めたからである。しかし遊牧民の生

活を大きく変えたのはトラックであった。トラックはラクダに代わって荷物や

水を運び，羊やラクダを遠く餌場へ運んだ。こうして機械化された遊牧民の生

活は，ラジオの音楽や自動車のディーラー，ガソリンの値段などに大きく影響

されるようになった。

産油量の増大にともなって，砂漠の利用は根本的に変わった。今や遊牧民は，

政府と石油会社が掘った井戸からなる水場から水場へ，部族間の争いもなく，

トラックで移動する。彼らは都市の便利さに慣れ，より長く定住する傾向にあ

る。サウジアラビア政府はサマー･キャンペーンとして，遊牧民に教育や社会・

医療サービスを提供し，その定住化と労働力化を推進している。

機械化された遊牧民が古い秩序の解体を象徴するイメージであれば，ルンペ

ン資本家と「カフィル」は，新しい秩序のより動態的な，しかし同時に病的な

本質を示している。

古くからのバザール商人と違って，サウジアラビアやクウェイトに現れた新

しい企業家たちは，生産に関わるのでもなければ，単なる寄生的な階級でもな

い。彼らはまったく資本を必要としないで，莫大な利潤を生み出している。と

いうのも，彼らの富は，石油がもたらした好景気と政府支出の増大にともない，

仲介手数料としてあふれ出たものであるからだ。

ルンペン資本家としての彼らの機能は，アメリカやイギリス，日本，韓国な

どの企業を，産油国の王族や政府高官に紹介することである。そのために彼ら

は，アラブ諸国の先駆的な高等教育修了者であり，政府の要職を歴任し，さら

には王族や将軍の個人的な友人でもある。産油国における最大の支出家である

政府を相手に，開発プロジェクトや武器購入の商談をまとめる彼らの「企業」

こそ，この地域の最も利益の大きい「産業」である。

もう一つのイメージである「カフィル」“ａ1.kafil'､とは，保証人を意味する。

人口希薄な砂漠の国に莫大な石油の富が集まった結果，それを目指して外国か
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らの企業や労働者が殺到することに不安を抱いた現地人は，カフィルという制

度を導入して，自分たちの富と特権を守ろうとした。

すなわち産油国政府は，国内で営業する外国企業や外国からの出稼ぎ労働者

を厳しく規制し，その入国や滞在，営業・労働を政府が認可する必要条件とし

て自国の保証人を要求した。こうして外国の企業や労働者の保証人となること

で，石油にもとづく社会が生んだ一種の地代収入ともいえる保証料を得る「カ

フィル」が誕生した。外国の企業は資本と技術，労働者を用意し，営業許可を

受けるため，その指紋を押すだけのサウジアラビア国民に，例えば利益の５０％

を提供する。また，カフィルによっては周辺諸国に出向いて企業や労働者を募

集し，国内での利益や賃金から手数料を受け取るものもいる。出稼ぎを希望す

る労働者の入国や滞在を保証する場合，カフィルはいわば一時的な｢奴隷商人」

となる。自らもタクシー運転手や商人である彼らは，たとえ文字が読めなくて

も，こうして富の分配にあづかっている。

新しい秩序を生んだ力は石油の富であるが，その秩序の拡大はアラブ世界で

急速に増加する移民に象徴される。エジプトの空港には，石油の富の分け前に

あずかろうと，生まれて初めて産油国への飛行機に乗り込む貧しい農民たちで

いっぱいだという。豊かなナイル川の耕作地に恵まれたエジプトの農民は，歴

史的に最も移動することのない人々であった。しかし，急速に増大する人口に

対して耕作地の増加はわずかなものであり，次第に人口は都市に集中し，さら

に今や，新たなはけ口として産油国へ向かいつつある。

かつては教育が果たしていた社会的上昇の機会も，今では産油国への出稼ぎ

が一層の近道となった。しかも，移民たちからの送金や持ち帰った資金による

消費の拡大，生活様式の変化，輸入の増大，土地・家屋の購入，インフレなど

は，出稼ぎ後の社会構造を変化させていく。

アラブ世界に生まれた新しい秩序は，それ以前の伝統的秩序や社会正義を膨

大な富の力で圧倒したが，それゆえに深刻な社会的亀裂を内在させている。例

えば，最も近代的なはずのエジプトの女子医学生が，両親や兄弟の反対にも関

わらず，ヴェールをかぶって集会にでる。というのも，地方の町から苛酷な受

7３－
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験勉強を過ごして，ようやく出てきた大学やエジプトの生活で彼女たちが体験

するのは，西洋文明に感化され，近代的消費に慣らされた若者の堕落した風俗

であり，途方もない富を浪費する産油国の富豪たちと，土地をなくした農民の

スラムが並存する社会的腐敗であったからだ。

高等教育を受けた彼女たちが再びかぶったヴェールは，たんなる伝統的文化

の保守的強さや蒙昧を表すのではない。それは，彼女たちを取り巻く世界の複

雑さ，手に負えない矛盾の拡大に対する象徴的な姿勢である。増大する外人や

貧富の格差，インフレの高進，高級消費財の流入，異質な生活習‘慣の浸透など

に対して，彼女たちは拒否と自立の意志をそうした形で表した。

同様に現代では，怒れるイスラム急進派が，新しい秩序に対して挑戦する若

者を吸収している。それはかつて独立やアラブ統合，社会主義として掲げられ

たものを表している。

1967年の敗北と７０年のナセル死去によって，エジプトは｢門戸開放政策｣を

とって社会主義から遠ざかり，アメリカへの接近と産油国からの富の配分を求

める方向に転換した。こうしたサダト政権下で増大する社会矛盾を背景に勢力

を拡大したのが，イスラム急進派である。シオニズムにも共産主義にも，資本

主義にも反対する彼らの運動が求めるイスラム共同体とは，混乱した現在の社

会と異なり，独立・自由・繁栄・公正・正義に満ちた社会であるという。自立

と威厳，平等などを求める声が，今ではイスラムの言葉で語られている。

さまざまなイメージを生み出した社会変化の根幹にあるのは，石油や資金，

移民の波などを含む「オイル・シンドローム」である。パレスチナ難民やレバ

ノン内戦，イスラム革命から，ニューヨークで週末に２０万ドルを浪費するアラ

ブの王女たちまで，石油の富が生んだアラブ世界の新しい社会秩序は，その一

環として，「もう一つのパイプラインツである国際的な労働力移動とその選別的

消費を前提に成立している。

2）Amold，Ｅ＆Shah，ＮＭ.(1986)ｏｐ､Cit．
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（２）地主経済化

しかし，このような社会秩序が将来においても維持される可能性は小さい。

というのも，この富を突然手に入れた王族たちは，時間のかかる生産的投資よ

りも土地や株式の投機的な売買を追及したからである。ベプラウイは，こうし

た産油国の採った非生産的投資による経済の膨張を「地主経済」（rentierecon．

oｍｙ）と呼んだ:）

地主＝不労所得者(rentier）とは，生産からの分け前を消費するだけの階級で

あり，生産的な行動をとろうとしない点で，シュムペーターの企業家に対比さ

れる。産油国の支配者は，国営石油会社と政府を通じて膨大な富を支配し，そ

れを国民に分配した。その結果，政府雇用や都市サービス業など，地代の分配

と消甜を中心に経済が組織された。また，大規模な移民やカフィル1Ｗの拡大，

株式や土地への投機が生じ，労働報酬としての所得は衰退して，市民権の売買

すら行われるに至った。また周辺の諸国においても，こうした地代からの軍耶・

政治援助，石油パイプラインへの支払いや移民からの送金に依存する度合が深

まり，半地主経済化が進行した。

ベプラウイは，こうした｢地キ国家｣的なＯＰＥＣ諸国の投資政策を批判する。

産油国との政治的な合意が成立しなかったため，多くの石油基金が，産油国の

消掛水準を高める以外は，開発資金を必要としていたアラブ世界内で配分され

ず，先進国に流入した。その結果，石油基金の大部分が，実物の移転をともな

わない世界的なインフレによって消滅した。二度の石油基金が失われた後，非

産油途上国においては債務が累積し，アラブ諸国でも資産配分がさらに不平等

化し，むしろ生産能力の低下を招いた:）

国際移民システムは，地理的に不均等な資源と人口の配置を基礎に，さらに，

国境による資本と労働力の分割を，国家間システムによって調整する一つの方

法である。しかしアラブ世界において，生産を担当する無権利状態の移民労働

3）Beblawi，１１.(1987)“TheRentierStateintheArabWorld,.，Ａｍ６Ｓ/““Ｑｗα"”４'，

ｖｕ１．９，ｎｏ、４，ｐｐ､383-398.

4）Beblawi，11,(1986）“ＴｈｅＡｒａｂＯｉｌＥｒａ(1973-1983)；ＡＳｔ〔ｊｒｙｏｆＬ()stOpl〕〔)rtunity,”

〃'"』α／ｑ／Ａｍ６Ａﾉｈｉ応，ｖｏＬ５，ｎｏ.’，ｐｐ,15-34.
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者と空洞化したままの経済，異常に高い消費水準に慣らされた国民などは，二

皿社会の危機を端的に示している。そしてそれは，空洞化する先進諸国の問題

をも部分的に暗示しているといえよう。

(1988年１２月執筆，８９年７月改稲）
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